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安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
災
害
伝
承
の
民
俗
学
的
研
究
林
英
一
一
、
は
じ
め
に
日
本
は
何
度
も
地
震
の
被
害
を
受
け
て
き
た
地
震
国
で
あ
り
、
地
震
に
つ
い
て
の
多
く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
過
去
の
記
録
を
使
っ
た
地
震
研
究
は
、
科
学
的
分
野
が
中
心
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
人
文
学
的
な
観
点
に
よ
る
地
震
記
録
の
研
究
は
少
な
い
。
ち
な
み
に
『
日
本
民
俗
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
地
震
」
絡
み
の
論
考
は
、
石
垣
悟
に
よ
る
活
動
報
告
と
し
て
の
「
民
俗
資
料
の
救
済
｜
新
潟
中
越
地
震
に
お
け
る
対
応
か
ら
｜
」﹇
石
垣
二
〇
〇
六
﹈
だ
け
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
の
京
都
民
俗
学
会
第
三
〇
回
年
次
大
会
に
お
い
て
も
、
蘇
理
剛
志
が
「
災
害
と
有
形
民
具
資
料
｜
台
風
一
二
号
災
害
に
よ
る
和
歌
山
県
下
を
中
心
と
す
る
現
状
と
課
題
」、
加
藤
幸
治
が
「
被
災
文
化
財
か
ら
学
ぶ
こ
と
」
と
題
し
て
の
発
表
を
行
っ
た
が
、
有
形
民
俗
資
料
の
救
済
及
び
、
有
形
民
俗
資
料
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
物
質
文
化
研
究
を
志
向
す
る
発
表
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
民
俗
学
で
は
、
地
震
に
お
け
る
民
衆
行
動
・
民
衆
意
識
に
つ
い
て
の
研
究
は
対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。
数
少
な
い
人
文
系
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
北
原
糸
子
の
『
安
政
大
地
震
と
民
衆
』﹇
北
原
一
九
八
三
﹈
が
あ
げ
ら
れ
る
。
刊
行
は
一
九
八
三
年
で
あ
る
が
、「
関
東
大
震
災
以
前
に
首
都
を
襲
っ
た
大
地
震
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
大
地
震
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
震
に
対
す
る
古
記
録
は
厖
大
な
量
に
の
ぼ
る
が
、
地
震
学
の
分
野
で
の
利
用
に
留
ま
り
、
歴
史
の
分
野
で
、
こ
の
地
震
に
人
々
が
ど
一
三
一
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
う
対
応
し
た
か
を
考
え
た
も
の
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
﹇
北
原
一
九
八
三
一
﹈、
刊
行
か
ら
約
三
十
年
経
た
現
在
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
し
、
北
原
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
あ
と
が
き
」
で
「
本
書
の
内
容
は
、
災
害
史
と
社
会
史
の
両
分
野
に
亘
っ
て
い
る
。」
と
す
る
﹇
北
原
一
九
八
三
二
六
二
﹈。
民
衆
（
大
衆
）
を
災
害
と
の
関
連
で
捉
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
が
、
北
原
の
視
点
の
中
心
は
、
地
震
後
の
民
衆
動
向
や
救
済
の
あ
り
方
に
あ
る
。
安
政
地
震
の
と
き
に
は
鯰
絵
が
多
く
書
か
れ
た
。
北
原
は
鯰
絵
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
鯰
絵
は
安
政
の
地
震
の
直
後
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
震
災
後
の
民
衆
の
観
念
を
知
る
上
で
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
鯰
絵
研
究
は
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
も
行
い
、『
鯰
絵
｜
民
俗
的
想
像
力
の
世
界
』﹇
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
一
九
七
九
﹈
を
著
し
て
い
る
が
、
鯰
絵
の
形
成
論
的
問
題
と
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
民
衆
意
識
を
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
人
文
系
か
ら
の
地
震
研
究
は
、
地
震
後
の
民
衆
行
動
や
民
衆
が
地
震
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
畑
中
章
宏
は
『
柳
田
国
男
と
今
和
次
郎
災
害
と
向
き
合
う
民
俗
学
』
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
は
柳
田
や
今
が
地
震
・
津
波
な
の
ど
の
災
害
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
視
点
は
あ
く
ま
で
も
両
者
の
思
想
的
分
野
に
あ
り
、
民
衆
自
身
の
意
識
・
認
識
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
民
俗
学
」
の
語
句
を
用
い
て
い
る
が
、
柳
田
や
今
が
ど
の
よ
う
に
災
害
を
捉
え
た
か
と
い
う
両
者
の
学
的
視
点
に
基
づ
く
も
の
と
読
み
取
っ
た
﹇
畑
中
二
〇
一
一
﹈。
本
論
の
主
題
は
、
地
震
・
津
波
に
関
す
る
「
民
俗
知
」
で
あ
る
。「
民
俗
知
」
と
し
た
の
は
、
そ
れ
が
有
事
に
お
い
て
、
既
知
の
事
実
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
れ
が
民
衆
の
行
動
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
民
俗
の
持
つ
知
識
に
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
に
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
地
震
に
お
い
て
も
、
言
い
伝
え
を
守
る
こ
と
で
、
被
害
を
免
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
民
俗
学
か
ら
の
地
震
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、「
民
俗
知
」
の
形
成
と
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
北
原
や
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
、
畑
中
の
視
点
と
は
異
な
る
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
「
民
俗
知
」
形
成
を
主
題
に
お
く
こ
と
か
ら
、
多
く
の
記
録
が
あ
る
安
政
時
代
の
地
震
記
録
を
中
心
と
す
る
。
一
三
二
二
、「
民
俗
知
」
と
は
何
か
｜
問
題
の
所
在
｜
小
池
淳
一
は
「
民
俗
知
と
は
何
か
」
と
い
う
、「
民
俗
知
」
そ
の
も
の
を
問
う
論
考
を
発
表
し
て
い
る
﹇
小
池
二
〇
〇
八
﹈。
し
か
し
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
宗
教
者
概
念
の
再
検
討
」
と
あ
り
、「
は
じ
め
に
」
で
、「
前
近
代
の
、
と
り
わ
け
庶
民
生
活
に
お
い
て
宗
教
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
略
こ
れ
ま
で
近
世
宗
教
史
や
民
俗
学
が
宗
教
者
と
名
づ
け
て
き
た
存
在
に
対
し
再
検
討
を
行
い
、「
民
俗
の
知
」
に
対
す
る
考
察
の
端
緒
と
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
﹇
小
池
二
〇
〇
八
三
四
〜
三
五
﹈、「
民
俗
知
と
は
何
か
」
と
し
な
が
ら
、
そ
の
論
点
は
宗
教
者
と
の
関
わ
り
に
限
定
し
、
宗
教
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
「
民
俗
知
」
が
形
成
さ
れ
た
か
を
論
究
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
宗
教
者
の
知
識
や
活
動
に
よ
る
「
民
俗
知
」
の
形
成
は
「
実
践
と
受
容
」
に
あ
る
と
し
﹇
小
池
二
〇
〇
八
五
七
﹈、
実
践
に
つ
い
て
の
論
究
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
受
容
に
関
し
て
の
具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
ま
で
は
論
究
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
小
池
は
、『
日
本
民
俗
学
』
の
「
特
集
日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
（
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
五
）」
の
中
で
、「
民
俗
信
仰
は
日
常
生
活
の
な
か
で
、
人
々
の
行
動
や
意
識
、
観
念
に
よ
っ
て
織
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
側
面
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
柔
軟
性
や
可
変
性
に
つ
な
が
り
、
把
握
し
て
い
く
際
の
視
点
を
意
識
し
な
い
と
無
秩
序
で
非
体
系
的
な
行
為
や
現
象
の
集
積
で
あ
る
か
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
﹇
小
池
二
〇
〇
六
一
〇
八
﹈。
こ
こ
で
は
小
池
は
「
民
俗
信
仰
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
日
常
生
活
の
中
で
、
人
々
の
行
動
や
意
識
、
観
念
に
よ
っ
て
織
り
上
げ
ら
れ
る
側
面
を
持
つ
」
も
の
と
す
る
。
「
民
俗
信
仰
」
に
対
す
る
説
明
ゆ
え
、
宗
教
的
側
面
を
持
つ
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
小
池
の
い
う
「
民
俗
知
」
と
重
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
成
立
は
人
々
自
身
が
創
出
す
る
と
す
る
。
こ
れ
は
「
民
俗
知
と
は
何
か
」
に
お
い
て
「
実
践
と
受
容
」
と
述
べ
た
論
旨
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
「
民
俗
知
」
は
、
異
な
る
文
化
（
宗
教
者
）
と
の
接
触
の
中
で
、
自
ら
作
り
出
し
て
き
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
小
池
は
「
無
秩
序
で
非
体
系
的
な
行
為
や
現
象
の
集
積
と
判
断
さ
れ
る
」
一
三
三
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
と
も
指
摘
す
る
。「
民
俗
知
」
は
民
俗
社
会
の
中
で
適
応
化
し
、
沈
着
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
た
っ
て
断
片
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
互
い
に
構
造
的
関
連
を
持
た
な
い
と
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
「
俗
信
」
と
呼
ば
れ
る
伝
承
は
、
民
俗
誌
で
は
体
系
化
さ
れ
ず
に
羅
列
的
に
記
述
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
光
徹
は
『
親
指
と
霊
柩
車
』﹇
常
光
二
〇
〇
〇
﹈
の
中
で
、「
ま
じ
な
い
」
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
心
意
を
体
系
的
に
追
究
し
た
。「
無
秩
序
で
非
体
系
的
」
で
あ
る
の
は
、
小
池
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
判
断
」
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
構
造
的
に
結
び
つ
き
を
持
つ
こ
と
を
常
光
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
常
光
の
成
果
は
視
点
の
置
き
方
で
体
系
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
常
光
の
分
析
的
手
法
に
対
し
、
渡
邊
欣
雄
は
『
民
俗
知
識
論
の
課
題
』﹇
渡
邊
一
九
九
〇
﹈
で
、
沖
縄
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
「
民
俗
的
知
識
」
に
よ
る
民
俗
世
界
を
描
い
た
。
渡
邊
は
「
民
俗
的
知
識
と
は
話
者
の
知
識
」
で
あ
る
と
し
﹇
渡
邊
一
九
九
〇
一
七
﹈、「
話
者
側
の
知
識
的
世
界
の
あ
り
よ
う
を
例
証
す
る
」
と
述
べ
る
﹇
渡
邊
一
九
九
〇
五
三
﹈。
話
者
が
社
会
を
ど
の
よ
う
見
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
民
俗
が
民
俗
自
身
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
「
民
俗
知
識
」
と
し
て
論
究
し
た
も
の
で
あ
り
、
分
析
的
に
事
象
を
普
遍
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
話
者
の
話
者
に
よ
る
世
界
観
を
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
渡
邊
は
知
識
を
知
識
と
し
て
抽
出
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
の
民
俗
自
身
に
よ
る
意
味
付
け
に
視
点
を
置
い
た
。
渡
邊
は
さ
ら
に
、「
民
俗
的
知
識
は
、
あ
ら
ゆ
る
特
定
の
知
識
に
な
り
う
る
こ
と
で
、
知
識
一
般
と
区
別
な
い
し
、
区
別
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
﹇
渡
邊
一
九
九
〇
一
六
﹈。
筆
者
は
「
民
俗
知
」
を
民
俗
が
取
得
し
た
知
識
が
、
民
俗
社
会
の
中
で
意
味
が
付
与
さ
れ
、
民
俗
に
沈
着
し
定
着
し
た
も
の
と
定
義
し
た
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
筆
者
の
「
民
俗
知
」
は
渡
邊
の
「
民
俗
知
識
」
と
重
な
り
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
渡
邊
の
関
心
は
社
会
内
部
で
の
人
々
の
観
念
で
あ
り
、
そ
の
観
念
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
渡
邊
は
話
者
の
世
界
を
論
究
し
た
た
め
、
必
然
的
に
あ
る
程
度
閉
じ
た
社
会
を
論
じ
る
形
に
な
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
し
か
一
三
四
し
、
筆
者
が
も
と
め
る
「
民
俗
知
」
は
共
同
体
の
内
部
だ
け
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
本
論
が
対
象
と
す
る
地
震
は
、
共
同
体
の
中
で
完
結
す
る
事
象
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
「
民
俗
知
」
が
成
立
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
「
民
俗
知
」
に
意
味
が
見
出
さ
れ
て
き
た
か
論
考
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
、
安
政
地
震
記
録
安
政
時
代
の
地
震
は
、
宇
佐
美
龍
夫
に
よ
る
『
大
地
震
』
の
末
に
あ
る
年
表
か
ら
、
特
筆
す
べ
き
も
の
を
時
代
順
に
並
べ
る
と
、
東
海
地
震
（
一
一
月
四
日
）、
南
海
地
震
（
一
一
月
五
日
）、
伊
予
地
方
の
地
震
（
以
上
嘉
永
七
年
）、
飛
驒
地
震
、
江
戸
地
震
（
以
上
安
政
二
年
）、
北
海
道
日
高
地
方
の
地
震
、
江
戸
地
震
（
以
上
安
政
三
年
）、
駿
河
地
方
の
地
震
、
伊
予
・
安
芸
地
方
の
地
震
、
飛
驒
地
方
の
地
震
（
以
上
安
政
五
年
）
と
な
る
﹇
宇
佐
美
一
九
七
八
二
二
五
〜
二
二
六
﹈。
嘉
永
七
年
か
ら
安
政
へ
の
改
元
は
一
一
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
嘉
永
七
年
の
地
震
も
、
当
時
の
記
録
に
お
い
て
「
安
政
」
の
年
号
を
用
い
る
も
の
も
多
く
、
本
論
に
お
い
て
も
安
政
地
震
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
小
川
直
之
は
「
伝
承
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
地
域
」
の
中
で
、「
十
八
世
紀
中
期
頃
か
ら
日
記
と
い
う
形
で
記
録
す
る
こ
と
が
広
ま
っ
た
」
と
述
べ
﹇
小
川
一
九
九
三
七
﹈、
神
奈
川
県
内
の
日
記
の
存
在
に
つ
い
て
、「
宝
永
期
頃
か
ら
出
現
し
は
じ
め
、
元
文
・
寛
保
期
以
降
広
が
り
、
幕
末
期
、
明
治
期
に
は
多
く
が
存
在
す
る
」
と
指
摘
す
る
﹇
小
川
一
九
九
二
一
五
二
﹈。
神
奈
川
県
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
全
国
的
に
み
て
も
幕
末
に
は
民
衆
に
よ
る
多
く
の
「
日
記
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
小
川
は
こ
の
時
期
に
日
記
が
多
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、「
文
化
や
社
会
に
対
す
る
個
別
認
識
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
日
常
の
生
活
の
な
か
の
民
俗
伝
承
に
、
質
的
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
す
る
﹇
小
川
一
九
九
三
七
﹈。
ま
た
こ
の
時
代
に
つ
い
て
、
北
原
糸
子
は
「
武
家
の
動
向
に
詳
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
民
衆
の
動
向
に
つ
い
て
も
他
の
日
記
に
は
感
一
三
五
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
じ
ら
れ
な
い
眼
く
ば
り
」
を
も
つ
「
プ
ロ
の
情
報
屋
」
と
呼
ぶ
人
た
ち
が
活
動
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
﹇
北
原
一
九
八
四
一
五
七
﹈。
安
政
期
に
は
多
く
の
日
記
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
屋
の
活
動
に
よ
る
情
報
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
笠
亭
仙
果
の
『
な
ゐ
の
日
並
』
に
よ
れ
ば
、
安
政
江
戸
地
震
で
は
、
地
震
の
二
日
後
に
「
け
ふ
は
地
震
火
事
方
角
づ
け
と
て
所
々
に
う
る
」﹇
笠
亭
一
九
七
四
三
九
二
﹈
と
あ
り
、
地
震
後
す
ぐ
に
、
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。
情
報
は
そ
れ
を
欲
す
る
人
が
い
な
く
て
は
、「
情
報
屋
」
は
成
り
立
た
な
い
。
須
藤
由
蔵
は
『
藤
岡
屋
日
記
』
で
、「
江
戸
大
地
震
」﹇
須
藤
一
九
九
五
﹈
や
「
諸
国
地
震
之
記
」﹇
須
藤
一
九
八
九
﹈
と
し
て
安
政
地
震
に
つ
い
て
独
立
し
た
詳
細
な
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
「
江
戸
大
地
震
」
の
中
で
、「
地
震
後
い
ま
だ
市
中
お
だ
や
か
な
ら
ざ
る
う
ち
諸
方
よ
り
さ
ま
〴
〵
な
る
一
枚
摺
錦
絵
、
小
本
な
ど
凡
之
数
三
百
二
十
余
ニ
及
べ
り
、
絵
草
紙
店
、
又
は
近
く
ニ
て
商
ふ
者
有
、
皆
何
れ
も
人
こ
そ
り
て
是
を
求
む
」
と
記
述
し
て
い
る
﹇
須
藤
一
九
九
五
五
一
七
﹈。
こ
の
記
述
か
ら
「
情
報
」
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
応
え
る
「
情
報
屋
」
の
活
動
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
一
つ
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
信
さ
れ
た
「
情
報
」
は
「
民
俗
知
」
と
呼
べ
る
の
か
。
情
報
に
よ
り
知
識
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
生
活
と
結
び
付
く
な
ら
ば
、「
民
俗
知
」
と
呼
べ
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
「
民
俗
知
」
は
そ
の
時
限
り
の
「
情
報
」
で
は
な
く
、
次
に
同
じ
こ
と
が
お
き
た
と
き
の
行
動
に
結
び
付
く
知
識
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
知
識
と
し
て
沈
着
し
た
も
の
が
「
民
俗
知
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
情
報
」
は
そ
の
ま
ま
で
は
一
過
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、「
民
俗
知
」
と
は
呼
べ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
安
政
年
間
の
地
震
記
録
は
多
い
。
関
谷
博
は
斎
藤
月
岑
『
安
政
乙
卯
武
江
地
動
之
記
』（
以
後
『
武
江
地
動
之
記
』）
の
「
解
題
」
の
「
古
記
録
」
の
項
で
「
斎
藤
月
岑
著
『
安
政
乙
卯
武
江
地
動
之
記
』
の
ほ
か
、
翠
岡
主
人
著
『
時
風
録
』、
城
東
山
人
し
る
す
「
破
窓
の
記
」、
「
な
ゐ
の
後
見
艸
」、
服
部
保
徳
著
「
安
政
見
聞
録
」、
畑
銀
鶏
著
「
時
雨
廼
袖
」、
赤
松
宗
旦
著
「
利
根
川
図
誌
」、
笠
亭
仙
果
著
「
な
ゐ
の
日
並
」、
村
山
摂
津
正
隆
著
「
震
雷
考
説
」、「
安
政
二
年
乙
卯
珍
話
」、「
江
戸
大
地
震
末
代
噺
の
種
」、「
安
政
見
聞
誌
」
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
﹇
関
谷
一
九
七
〇
一
八
四
﹈。
ま
た
他
に
も
『
藤
岡
屋
日
記
』（
含
「
諸
国
地
震
の
記
」「
江
戸
大
地
一
三
六
震
」）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
震
記
録
の
多
さ
は
、
小
川
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
震
に
伴
う
社
会
の
質
的
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
う
日
記
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
北
原
の
い
う
「
情
報
屋
」
の
活
動
の
活
発
化
が
背
景
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
情
報
屋
」
に
よ
る
「
情
報
」
も
商
売
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
客
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
「
情
報
」
の
中
に
、「
民
俗
知
」
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
情
報
の
中
に
「
往
古
よ
り
」
云
々
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、
全
体
に
広
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、
一
部
で
知
ら
れ
て
い
た
知
識
の
存
在
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
既
知
の
知
識
で
あ
り
、「
民
俗
知
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
武
者
金
吉
は
安
政
地
震
の
各
地
の
あ
ら
ゆ
る
記
録
を
蒐
集
し
『
日
本
地
震
史
料
』
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
﹇
武
者
一
九
五
一
﹈。
武
者
が
蒐
集
し
た
記
録
の
中
に
は
、
上
で
あ
げ
た
も
の
の
他
、
書
簡
や
著
者
が
明
確
で
な
い
著
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
原
典
に
あ
た
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
二
次
的
資
料
と
な
る
が
、
資
料
に
よ
っ
て
は
武
者
自
身
が
著
者
の
説
明
を
加
え
、
ま
た
書
簡
の
場
合
に
は
誰
か
ら
誰
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
か
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
料
性
は
高
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
安
政
の
地
震
時
の
人
々
の
思
い
や
生
の
情
報
を
直
接
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
民
衆
記
録
と
し
て
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
四
、
安
政
地
震
記
録
に
み
る
「
民
俗
知
」
（
一
）「
民
俗
知
」
の
形
成
武
者
が
蒐
集
し
た
史
料
の
中
に
、『
安
政
年
間
大
地
震
津
浪
の
事
』
と
題
す
る
書
が
あ
り
、「
若
し
も
子
孫
相
傳
は
り
候
は
ゞ
、
末
の
世
に
て
も
か
よ
ふ
な
る
大
変
大
地
震
な
ど
の
時
は
、
此
一
巻
を
開
き
見
て
心
得
手
廻
し
候
は
ゞ
大
き
に
助
に
も
相
成
候
事
な
り
。」
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
心
得
を
残
し
て
い
る
。
一
三
七
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
心
得
の
事
一
、
大
一
ば
ん
に
金
銭
肌
に
付
落
と
さ
ぬ
よ
ふ
に
用
心
可
有
こ
と
。
一
、
大
地
震
の
ゆ
り
た
し
の
節
は
田
畠
又
は
建
物
な
き
広
地
へ
出
て
怪
我
な
き
様
用
心
可
致
事
。
一
、
大
地
震
に
て
沖
の
方
光
り
物
又
は
大
筒
を
発
す
る
よ
ふ
な
音
い
た
し
候
は
ゝ
、
忽
彼
大
浪
打
寄
来
る
に
違
ひ
な
け
れ
ば
、
早
々
山
に
逃
げ
延
可
申
事
。
譬
へ
ば
箱
に
水
を
入
置
是
を
ゆ
す
り
候
へ
ば
其
水
外
へ
こ
ぼ
れ
出
る
か
如
し
。
然
れ
ば
海
は
世
界
の
水
た
め
な
れ
ば
天
地
動
く
時
は
必
浪
立
可
上
物
と
心
得
べ
し
。
此
所
の
ご
と
き
は
低
地
細
合
入
江
の
詰
り
へ
は
必
ず
浪
背
も
一
入
高
く
打
込
む
も
の
と
相
心
得
可
申
事
。
一
、
大
急
事
な
も
の
な
れ
ば
銭
又
は
重
き
品
は
む
し
ろ
又
は
風
呂
敷
等
に
包
み
井
戸
へ
沈
め
置
く
事
。
一
、
地
震
津
浪
前
後
大
小
不
同
に
て
毎
度
ゆ
す
り
や
ま
ざ
る
も
の
な
り
。
此
度
も
一
両
年
の
間
や
ゆ
り
や
ま
ず
。
然
れ
ど
も
次
第
に
少
な
く
相
成
井
戸
の
水
皆
汐
入
候
故
一
向
呑
め
ぬ
こ
と
な
り
。
夫
故
入
路
原
に
て
往
古
よ
り
國
師
井
戸
（
さ
ゝ
な
み
の
井
戸
）
と
申
す
井
戸
を
さ
ら
へ
て
諸
人
を
助
け
申
候
。
安
政
五
年
乙
午
如
月
下
旬
書
畢
﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
二
﹈
こ
の
書
の
冒
頭
は
「
嘉
永
七
年
十
一
月
五
日
の
事
な
り
け
り
」
で
始
ま
る
が
、「
十
一
月
四
日
午
刻
過
大
地
震
に
て
中
略
。
五
日
七
ツ
申
の
刻
天
地
震
動
大
地
も
既
に
ゆ
り
こ
む
か
と
案
居
候
処
、
忽
ち
大
木
土
塀
壁
等
く
ず
れ
落
ち
、
誠
に
〳
〵
恐
敷
事
た
と
ふ
る
も
の
な
き
大
そ
ふ
ど
ふ
な
り
。」
と
あ
り
﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
一
﹈、
十
一
月
四
日
・
五
日
両
日
、
東
海
地
震
・
南
海
地
震
の
二
度
の
大
地
震
に
被
災
し
た
者
が
、
今
後
も
被
災
す
る
か
も
し
れ
な
い
子
孫
の
た
め
に
し
た
た
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
資
料
は
そ
の
地
震
時
の
リ
ア
ル
性
を
伝
え
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、「
①
大
地
震
の
時
は
田
畠
又
は
建
物
の
な
い
広
地
へ
出
る
事
」
一
三
八
「
②
大
地
震
で
沖
の
方
に
光
物
が
見
え
た
り
、
大
筒
の
よ
う
な
音
が
す
る
と
き
に
は
津
波
が
く
る
事
」「
③
入
江
の
詰
り
に
は
高
い
波
が
押
し
寄
せ
る
事
」「
④
重
い
品
は
筵
か
風
呂
敷
等
に
包
み
井
戸
へ
沈
め
て
お
く
事
」
で
あ
る
。
他
所
の
記
述
に
「
昔
は
し
ら
ず
眼
前
其
難
に
懸
り
な
ん
き
至
極
の
こ
と
ゞ
も
、
誠
に
言
語
に
の
べ
つ
く
し
か
た
き
大
変
」
と
あ
り
﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
一
﹈、
こ
れ
ら
は
二
度
の
被
災
経
験
か
ら
直
接
得
た
教
訓
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
地
震
の
難
に
つ
い
て
記
述
し
た
箇
所
に
続
い
て
、
「
右
此
難
義
は
我
等
逢
ふ
に
も
全
く
往
古
百
五
拾
年
も
先
に
事
故
具
に
聞
傳
へ
も
な
く
候
故
」﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
二
﹈
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
地
震
が
百
五
十
年
前
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
と
き
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
ま
で
は
す
で
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
心
得
の
事
」
は
伝
承
の
な
い
中
で
の
難
儀
か
ら
、
子
孫
に
対
し
心
構
え
を
残
そ
う
と
し
た
教
訓
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
③
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
直
接
的
経
験
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
段
階
で
は
「
民
俗
知
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
が
子
孫
に
伝
承
さ
れ
、
子
孫
の
認
識
に
委
ね
ら
れ
て
初
め
て
「
民
俗
知
」
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
子
孫
の
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
承
と
し
て
定
着
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
書
は
「
民
俗
知
」
を
創
出
す
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
「
民
俗
知
」
が
「
経
験
」
を
基
に
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
経
験
の
繰
り
返
し
は
、
経
験
則
を
導
く
。
経
験
則
に
よ
る
知
識
の
固
定
化
は
、
知
識
の
民
俗
へ
の
沈
着
を
意
味
し
、
そ
こ
に
「
民
俗
知
」
の
成
立
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
渡
邊
欣
雄
が
、「
経
験
的
知
識
に
ま
さ
る
知
識
は
な
い
」
と
述
べ
る
よ
う
に
﹇
渡
邊
二
〇
〇
〇
二
二
﹈、
知
識
が
知
識
と
な
る
に
は
経
験
が
必
要
で
あ
り
、
上
で
あ
げ
た
直
接
的
経
験
を
も
と
に
し
た
と
教
訓
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
民
俗
知
」
と
し
て
成
立
し
得
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
武
江
地
動
之
記
』
の
著
者
斎
藤
月
岑
は
、『
武
江
年
表
』『
東
都
歳
時
記
』
な
ど
を
著
し
て
い
る
。
北
原
の
い
う
「
情
報
屋
」
の
一
人
で
あ
る
。『
武
江
地
動
之
記
』
は
、
安
政
二
年
一
〇
月
二
日
の
江
戸
大
地
震
に
つ
い
て
の
記
録
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
一
三
九
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
く
、
聞
き
書
き
に
よ
る
情
報
を
記
述
し
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の
声
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
『
武
江
地
動
之
記
』
に
「
楓
園
話
」
と
し
て
、「
浅
草
田
原
町
坊
正
荒
川
謙
吉
か
妻
美
保
云
、
八
日
の
夜
浅
草
寺
の
鶏
又
鳥
山
内
の
梢
に
宿
り
夜
中
啼
く
事
常
に
か
は
り
數
聲
也
。
常
に
な
き
事
と
て
皆
人
用
心
す
。」﹇
斎
藤
一
九
七
〇
二
〇
〇
﹈
と
あ
る
。
江
戸
地
震
は
二
日
に
発
生
し
て
い
る
。
上
の
記
述
は
江
戸
地
震
直
後
の
話
し
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
鶏
や
鳥
が
常
で
は
な
い
数
で
鳴
き
、
普
段
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
用
心
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
普
段
と
異
な
る
」
と
い
う
状
況
が
、
直
前
の
被
災
経
験
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
験
の
積
み
重
ね
を
意
味
す
る
。
地
震
時
の
動
物
の
異
常
行
動
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ト
リ
ブ
ッ
チ
が
『
動
物
は
地
震
を
予
知
す
る
』﹇
ト
リ
ブ
ッ
チ
一
九
八
五
﹈
の
中
で
、
詳
細
に
世
界
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
関
東
大
震
災
（
大
正
十
二
年
）
の
四
日
前
、
品
川
の
「
相
州
楼
」
と
い
う
貸
座
敷
の
勝
手
口
か
ら
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
姿
が
消
え
た
。
経
営
者
が
こ
の
こ
と
を
講
談
師
の
神
田
伯
竜
に
話
す
と
、
拍
竜
は
「
て
っ
き
り
地
震
だ
ぜ
、
安
政
の
地
震
の
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
」
と
言
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
予
言
は
ま
さ
に
的
中
し
た
」
と
い
う
日
本
の
話
し
を
紹
介
し
て
い
る
﹇
ト
リ
ブ
ッ
チ
一
九
八
五
五
一
﹈。
前
の
体
験
を
も
と
に
し
て
、
今
起
き
た
こ
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
予
兆
と
み
な
し
、
地
震
発
生
を
的
中
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。「
民
俗
知
」
は
、
そ
れ
を
中
継
す
る
人
が
実
体
験
（
追
体
験
）
す
る
こ
と
で
強
固
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
推
察
さ
れ
る
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
前
の
『
武
江
地
動
之
記
』
の
「
楓
園
話
」
と
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
前
体
験
↓
現
体
験
↓
前
体
験
の
回
想
↓
現
体
験
と
の
比
較
↓
予
知
」
と
の
構
図
が
導
か
れ
、
そ
れ
が
経
験
則
と
し
て
固
定
さ
れ
て
、「
民
俗
知
」
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
「
心
得
の
事
」
に
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
に
実
体
験
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
「
民
俗
知
」
と
し
て
定
着
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
二
）「
民
俗
知
」
の
客
観
性
地
震
の
前
に
井
戸
水
が
枯
れ
た
り
、
新
た
に
湧
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
水
脈
の
異
常
と
の
科
学
的
知
識
は
、
安
政
期
に
は
一
般
的
で
一
四
〇
は
な
か
っ
た
。『
武
江
地
動
之
記
』
で
は
、「
高
部
久
右
衛
門
話
」
と
し
て
、
地
震
の
数
日
以
前
浅
草
蔵
前
福
本
と
い
へ
る
茶
店
に
て
何
故
か
竹
を
土
中
へ
立
し
か
其
所
よ
り
水
湧
出
る
。
轎
夫
の
息
杖
を
立
た
る
跡
よ
り
湧
出
た
る
よ
し
。
諸
人
奇
と
し
て
見
に
来
り
。
是
前
兆
な
る
へ
し
と
。
此
事
九
月
廿
一
日
と
も
い
ふ
。
地
震
の
前
井
の
水
増
た
る
所
多
し
と
也
。
神
田
平
永
町
北
川
籾
蔵
の
前
に
も
地
震
の
前
路
次
口
の
外
よ
り
水
湧
出
せ
り
。
人
々
不
思
議
の
事
に
思
ひ
し
と
そ
。﹇
斎
藤
一
九
七
〇
一
九
八
﹈
こ
の
話
し
の
前
半
は
、
服
部
保
徳
に
よ
る
『
安
政
見
聞
録
』
に
も
店
の
名
前
は
異
な
る
が
詳
し
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
安
政
見
聞
録
』
も
、『
武
江
地
動
之
記
』
同
様
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
が
、
挿
絵
も
多
く
、
安
政
江
戸
地
震
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
去
年
十
月
二
日
の
大
震
の
前
な
り
し
が
。
浅
草
御
蔵
前
は
福
田
屋
と
い
ふ
。
水
茶
屋
の
あ
り
け
る
が
。
駕
に
乗
り
て
来
る
人
あ
り
。
轎
夫
庭
を
徘
徊
な
し
。
少
し
凹
み
た
る
所
あ
る
を
。
何
心
な
く
杖
に
て
突
に
。
忽
地
清
水
滾
々
と
。
湧
出
で
流
れ
け
れ
バ
。
主
人
こ
れ
を
見
て
大
に
駭
き
。
立
よ
り
て
そ
の
傍
を
穿
に
。
い
よ
く
清
水
湧
出
れ
バ
。
人
々
こ
れ
を
奇
な
り
と
し
て
。
競
ひ
見
る
も
の
市
の
如
し
。
主
人
は
桶
の
底
を
抜
き
。
是
を
覆
ひ
て
井
の
ご
と
く
し
。
汲
と
り
て
茶
を
煎
ず
る
に
。
そ
の
味
ひ
ま
た
美
な
り
こ
れ
を
見
聞
く
人
毎
に
。
た
ゞ
不
測
の
こ
と
な
り
と
い
ひ
て
。
地
脈
の
狂
ひ
し
に
心
ハ
著
ず
。
然
る
に
そ
れ
よ
り
四
五
日
を
過
て
か
の
大
震
あ
り
し
な
り
。
其
後
諸
方
の
風
説
を
き
く
に
。
あ
る
ひ
ハ
井
の
水
常
よ
り
ハ
。
き
こ
と
半
に
過
ぐ
と
い
ひ
。
遠
き
こ
と
倍
す
と
い
ふ
。
そ
を
以
て
こ
れ
を
思
ふ
に
。
地
脈
く
る
ひ
て
水
道
の
差
ひ
ぬ
る
事
疑
ひ
な
し
。
さ
れ
バ
福
田
屋
の
庭
中
に
暴
に
清
泉
の
湧
出
し
も
。
當
に
地
震
の
前
兆
な
る
べ
し
。﹇
服
部
一
九
七
九
一
七
三
〜
一
七
四
﹈
一
四
一
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
『
武
江
地
動
之
記
』『
安
政
見
聞
録
』
の
ど
ち
ら
も
、
湧
水
現
象
や
井
戸
水
の
変
化
が
地
震
の
前
兆
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
武
江
地
動
之
記
』
で
は
、
前
半
の
話
し
で
、
人
々
が
す
で
に
湧
水
現
象
が
地
震
の
前
兆
で
あ
る
と
の
「
民
俗
知
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
半
で
は
不
思
議
が
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
安
政
見
聞
録
』
で
は
井
戸
水
の
変
化
が
地
震
の
前
兆
で
あ
る
こ
と
の
「
民
俗
知
」
か
ら
、
服
部
の
知
見
と
し
て
、
湧
水
現
象
も
同
様
で
あ
る
と
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
湧
水
や
井
戸
水
の
変
化
に
よ
っ
て
地
震
を
予
知
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
予
兆
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
話
し
は
井
戸
や
水
脈
の
話
題
と
し
て
恰
好
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
他
に
『
江
戸
大
地
震
末
代
噺
し
の
種
』『
安
政
見
聞
誌
』『
時
雨
廼
袖
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
江
戸
大
地
震
末
代
噺
し
の
種
』『
安
政
見
聞
誌
』
で
は
水
脈
の
狂
い
に
よ
っ
て
湧
水
し
た
と
記
し
﹇
武
者
一
九
五
一
四
七
五
﹈、『
安
政
見
聞
録
』
同
様
に
合
理
的
解
釈
を
加
え
て
い
る
。『
時
雨
廼
袖
』
で
も
、「
昔
よ
り
大
地
震
の
き
ざ
し
有
時
は
井
の
水
濁
り
、
又
は
涸
な
ど
す
る
事
有
」
と
記
し
て
お
り
﹇
畑
一
九
一
七
七
二
﹈、
明
ら
か
に
予
兆
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
み
え
る
湧
水
現
象
と
地
震
と
の
結
び
つ
き
に
関
す
る
解
釈
は
、『
武
江
地
動
之
記
』
で
も
人
々
の
「
民
俗
知
」
と
さ
れ
た
り
、
不
思
議
と
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
、
他
で
は
著
者
の
知
見
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湧
水
現
象
が
地
震
の
予
兆
と
し
て
の
普
遍
的
な
「
民
俗
知
」
と
し
て
語
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
、『
安
政
見
聞
録
』
の
話
し
は
、「
地
震
の
前
後
地
脈
狂
ふ
の
條
」
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
か
く
地
中
動
く
に
よ
り
。
地
脈
か
の
ご
と
く
狂
ふ
な
り
。
因
て
井
の
水
ひ
ハ
増
。
あ
る
ひ
ハ
減
じ
て
常
に
か
は
る
。」﹇
服
部
一
九
七
九
一
七
三
﹈
と
記
し
た
後
に
、
続
け
て
上
の
話
し
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
こ
れ
を
見
聞
く
人
毎
に
た
ゞ
不
測
の
事
な
り
と
い
ひ
て
。
地
脈
の
狂
ひ
し
に
心
ハ
著
ず
」
の
一
文
も
見
え
、「
不
測
」
に
「
ふ
し
ぎ
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
お
り
、「
民
俗
知
」
と
し
て
の
解
釈
を
人
々
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
『
武
江
地
動
之
記
』
や
『
時
雨
廼
袖
』
で
は
、
解
釈
を
抜
き
に
し
て
「
Ｐ
↓
Ｑ
」
に
お
い
て
、「
Ｐ
」
と
「
Ｑ
」
の
結
合
の
み
を
記
し
て
い
る
。
渡
邊
は
、
知
識
は
「
そ
の
蓄
積
は
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
ま
と
ま
り
や
一
貫
性
を
欠
い
て
お
り
、
部
分
的
に
し
か
明
晰
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
行
為
に
お
い
て
満
足
な
結
果
を
生
み
、
そ
の
解
説
（
陳
述
）
が
満
足
な
説
明
を
与
え
る
か
ぎ
り
、
知
識
は
行
為
者
の
目
的
に
奉
仕
す
一
四
二
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
﹇
渡
邊
二
〇
〇
〇
一
五
﹈、「
民
俗
知
」
に
お
い
て
は
、
結
合
さ
れ
た
認
識
だ
け
で
は
な
く
、「
解
説
」
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
人
々
を
納
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。『
安
政
年
間
大
地
震
津
浪
の
事
』
も
解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。『
安
政
年
間
大
地
震
津
浪
の
事
』
で
は
「
畠
中
又
は
建
物
な
き
広
地
へ
逃
げ
る
こ
と
」
と
あ
り
、
そ
の
理
由
は
倒
壊
す
る
建
物
が
な
い
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
合
理
的
で
は
あ
る
。
伊
勢
大
湊
、
山
中
立
之
介
秀
之
稿
と
さ
れ
る
『
安
政
元
年
甲
寅
十
一
月
四
日
大
湊
大
地
震
之
事
』（
以
後
『
大
湊
大
地
震
之
事
』）
に
「
地
震
が
あ
ら
ば
井
戸
を
の
ぞ
く
べ
し
。
水
な
く
な
れ
ば
津
浪
の
く
る
も
の
な
り
と
、
む
か
し
よ
り
い
ひ
傳
ふ
る
こ
と
な
り
。
此
度
は
井
水
少
し
も
へ
ら
ず
、
直
に
水
ま
し
た
り
。
余
が
家
の
井
戸
も
壹
尺
計
り
水
ま
し
て
廿
日
も
は
ら
ざ
り
し
な
り
。」
と
あ
る
﹇
武
者
一
九
五
一
二
四
六
﹈。『
大
湊
大
地
震
』
は
日
付
か
ら
東
海
地
震
時
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
と
き
の
津
波
は
か
な
り
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
続
け
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
井
戸
水
は
少
し
も
減
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
増
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
津
波
が
来
た
。「
む
か
し
よ
り
い
ひ
傳
ふ
る
」
こ
と
と
逆
の
現
象
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
「
民
俗
知
」
は
正
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
東
海
地
震
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
『
嘉
永
七
年
甲
寅
地
震
海
翻
之
記
』（
以
下
『
地
震
海
翻
之
記
』）
に
、「
古
老
の
云
傳
に
、
井
の
水
干
る
と
い
え
れ
ど
、
此
度
の
津
波
に
は
井
の
水
干
ず
。
さ
れ
ど
濁
れ
た
り
。
又
此
頃
の
渇
水
に
て
涸
れ
た
り
し
川
瀬
に
、
水
湧
出
た
り
、
又
浪
も
前
に
い
へ
る
處
ま
で
寄
せ
た
る
の
み
な
れ
ば
、
さ
の
み
遠
く
逃
る
に
及
ば
ざ
り
し
と
い
へ
ど
も
、
是
か
ろ
か
り
し
ゆ
ゑ
な
り
。
か
か
り
し
と
て
、
後
人
心
を
ゆ
る
す
べ
か
ら
ず
」﹇
武
者
一
九
五
一
九
六
﹈
と
あ
る
。
「
古
老
の
云
傳
」
と
の
記
述
か
ら
、
こ
こ
で
は
す
で
に
井
戸
や
津
波
に
関
す
る
「
民
俗
知
」
が
あ
っ
た
が
、
現
実
は
「
古
老
の
云
傳
」
と
は
異
な
る
現
象
が
お
き
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
場
合
、
「
民
俗
知
」
に
信
憑
性
は
問
わ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
「
語
ら
れ
て
き
た
」
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
渡
邊
欣
雄
は
「
民
俗
知
識
の
正
当
性
」
と
し
て
、「
す
な
わ
ち
「
正
当
化
」
と
は
、
制
度
的
秩
序
の
知
識
内
容
が
新
し
い
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
場
合
に
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
客
観
化
さ
れ
、
す
で
一
四
三
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
に
共
有
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
伝
統
的
知
識
の
担
い
手
が
、
伝
統
的
知
識
の
正
し
さ
を
知
識
の
受
け
手
に
対
し
て
説
明
し
、
知
識
の
受
け
手
の
主
観
に
客
観
的
秩
序
の
も
と
に
あ
る
知
識
が
形
成
さ
れ
る
、
正
し
さ
の
証
明
過
程
を
い
う
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
﹇
渡
邊
一
九
九
〇
二
四
﹈。
渡
邊
の
い
う
「
客
観
化
」
と
は
経
験
則
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
真
実
と
の
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
す
る
と
「
客
観
的
秩
序
」
と
は
、
経
験
則
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
正
当
性
と
思
わ
れ
る
」
説
明
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
客
観
」
は
主
体
を
離
れ
て
合
理
的
に
考
察
さ
れ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
渡
邊
の
「
客
観
」
と
い
う
語
句
に
い
さ
さ
か
違
和
感
が
あ
る
。
経
験
に
よ
り
得
ら
れ
た
正
当
性
は
、
科
学
的
（
合
理
的
）
に
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
本
人＝
主
体
を
と
り
ま
く
社
会
の
「
知
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、「
民
俗
知
」
の
成
立
に
解
釈
的
説
明
は
有
効
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
科
学
的
正
当
性
を
持
つ
も
の
と
は
限
ら
ず
、「
語
ら
れ
て
き
た
」
こ
と
が
、「
民
俗
知
」
と
し
て
の
信
憑
性
を
担
保
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
る
と
解
釈
的
説
明
は
、「
民
俗
知
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
民
俗
知
」
を
補
強
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
「
語
ら
れ
て
き
た
」
事
実
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
（
三
）「
民
俗
知
」
の
偏
在
性
『
安
政
見
聞
録
』
の
「
卑
賤
の
老
父
転
変
を
知
る
の
條
」
に
は
、
然
る
に
最
初
三
條
に
て
大
震
に
あ
ひ
し
と
き
。
博
識
る
人
の
ま
う
し
し
に
ハ
。
凡
大
地
震
の
あ
る
と
き
ハ
。
天
色
朦
朧
と
し
て
空
近
く
。
星
の
光
り
常
に
倍
す
。
ま
た
温
暖
な
る
も
の
也
。
と
聞
た
る
を
今
に
忘
れ
ず
。
毎
夜
空
を
う
ち
な
が
め
。
星
常
の
ご
と
く
な
れ
バ
。
心
を
安
ん
じ
て
候
ひ
し
が
。
信
州
地
震
ハ
二
月
に
て
。
彼
國
別
け
て
寒
気
強
き
に
。
こ
の
頃
す
べ
て
温
暖
な
る
さ
也
。
常
に
ハ
變
る
と
存
ぜ
し
に
。
前
夜
よ
り
星
の
光
り
。
殊
に
大
き
く
し
て
昴
參
の
中
の
小
星
。
俗
に
糠
星
と
唱
ふ
る
も
の
も
。
鮮
明
に
見
ゆ
る
の
み
。
鳶
舞
ひ
鴉
噪
ぎ
立
。
雉
子
聲
を
和
す
こ
と
あ
り
。
都
て
こ
れ
を
地
震
の
兆
と
。
親
し
き
人
に
も
こ
れ
を
告
。
一
四
四
に
準
備
な
し
け
る
。
果
し
て
そ
の
翌
晩
に
。
大
地
震
の
な
り
け
れ
と
準
備
せ
し
ま
ゝ
怪
我
も
な
さ
ず
。
さ
れ
ど
ま
た
此
処
に
て
も
。
家
財
こ
と
ぐ
く
失
ひ
ぬ
れ
バ
。
詮
方
な
く
て
江
都
へ
出
ぬ
。
思
ふ
に
老
若
數
を
盡
し
て
。
死
し
た
る
中
に
恙
な
き
ハ
。
全
く
そ
の
前
兆
を
聞
お
き
た
る
故
也
し
と
。
夫
よ
り
後
ハ
い
よ
く
信
じ
て
空
を
候
が
い
ざ
る
夜
と
て
も
あ
ら
ず
。
然
る
に
こ
の
一
両
日
。
ま
た
地
震
の
兆
あ
る
故
。
其
當
否
ハ
存
ぜ
ね
ど
人
々
に
も
告
げ
た
り
し
が
。
卑
賤
の
者
の
い
ふ
事
と
。
侮
り
給
ひ
し
人
々
ハ
多
く
過
給
ひ
け
り
。
ま
た
そ
れ
を
信
ぜ
し
人
ハ
み
な
恙
な
く
存
す
る
こ
そ
。﹇
服
部
一
九
七
九
一
三
二
〜
一
三
四
﹈
と
の
一
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
博
識
る
人
」
と
「
卑
賤
の
者
」
と
の
対
比
が
あ
り
、「
博
識
る
人
」
に
「
卑
賤
の
者
」
が
教
え
ら
れ
る
と
の
構
図
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
信
じ
る
」
こ
と
が
予
知
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。
そ
こ
に
明
ら
か
に
「
民
俗
知
」
の
階
層
的
偏
在
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
民
俗
知
」
は
「
博
識
る
人
」
だ
け
の
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
卑
賤
の
者
」
が
、
こ
の
結
び
つ
き
を
別
の
人
々
に
教
え
て
も
、「
卑
賤
の
者
」
の
話
し
ゆ
え
、
信
じ
な
い
人
も
い
た
。
そ
し
て
信
じ
な
か
っ
た
人
は
被
害
を
受
け
、
信
じ
た
人
は
恙
な
く
過
ご
せ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
民
俗
知
」
は
「
博
識
る
人
」
と
認
め
ら
れ
た
人
に
は
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
「
卑
賤
の
者
」
に
は
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
民
俗
知
」
を
持
つ
者
へ
の
対
象
観
念
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
こ
の
話
し
か
ら
は
、「
民
俗
知
」
は
「
信
じ
る
」
こ
と
に
重
要
性
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。「
信
じ
」
た
上
に
、
実
体
験
が
重
な
る
こ
と
に
よ
る
確
信
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
民
俗
知
」
が
「
民
俗
知
」
と
し
て
強
化
さ
れ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
武
江
地
動
之
記
』
に
「
加
藤
岩
十
郎
話
」
と
し
て
、
牛
込
川
田
か
窪
種
店
萬
屋
某
か
裏
に
榎
の
古
樹
有
り
。
枝
葉
繁
茂
し
け
る
か
、
七
八
月
の
頃
よ
り
数
萬
の
雀
群
り
来
り
て
囀
り
戯
る
ゝ
事
日
毎
に
か
は
ら
す
。
地
震
の
前
よ
り
は
い
つ
と
な
く
一
羽
と
い
へ
共
来
ら
す
な
り
ぬ
と
。
是
は
前
兆
と
も
定
か
た
け
れ
一
四
五
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
と
此
頃
の
一
奇
事
な
れ
は
と
て
か
た
ら
れ
し
。﹇
斎
藤
一
九
七
〇
一
九
九
﹈
と
あ
る
。「
是
は
前
兆
と
も
定
か
た
け
れ
と
此
頃
の
一
奇
事
な
れ
は
と
て
か
た
ら
れ
し
。」
と
の
一
文
か
ら
、
斎
藤
は
前
兆
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
人
々
は
「
奇
事
」
と
し
て
語
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
斎
藤
と
そ
れ
以
外
の
人
々
と
の
間
に
知
識
の
温
度
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
民
俗
知
」
を
持
つ
対
象
概
念
の
存
在
認
識
を
含
め
て
、
渡
邊
欣
雄
が
「
民
俗
的
知
識
に
は
あ
る
種
の
「
成
層
性
」
が
あ
っ
て
、
均
質
・
平
板
な
一
様
性
を
帯
び
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
﹇
渡
邊
一
九
九
〇
一
三
﹈、「
民
俗
知
」
に
は
階
層
性
・
偏
在
性
が
認
め
ら
れ
る
。
（
四
）
事
前
予
兆
・
事
後
予
兆
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
先
に
地
震
に
関
す
る
「
民
俗
知
」
に
は
予
兆
と
行
動
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
す
で
に
「
前
兆
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
の
記
述
を
紹
介
し
た
が
。
こ
こ
で
は
、
予
兆
の
成
立
に
つ
い
て
み
る
。「
卑
賤
の
老
父
転
変
を
知
る
の
條
」
に
は
「
鳶
舞
ひ
鴉
鳴
噪
ぎ
立
。
雉
子
声
を
和
す
事
あ
り
。
都
て
こ
れ
地
震
の
兆
と
。
親
し
き
人
に
も
こ
れ
を
告
」﹇
服
部
一
九
七
九
一
三
三
﹈
と
あ
り
、
鳥
の
異
常
行
動
が
予
兆
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
動
物
の
異
常
行
動
に
基
づ
く
予
兆
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
雉
子
が
鳴
く
と
地
震
が
く
る
と
の
俗
信
は
、
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
少
し
民
俗
誌
を
見
た
だ
け
で
も
、
埼
玉
県
桶
川
市
川
田
谷
地
区
﹇
桶
川
市
一
九
八
八
五
一
二
﹈、
埼
玉
県
日
高
町
高
萩
地
区
﹇
日
高
町
史
編
集
委
員
会
一
九
八
七
二
〇
四
﹈、
埼
玉
県
草
加
市
全
域
﹇
草
加
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
八
七
七
七
一
﹈、
秋
田
市
大
浜
・
寺
内
地
区
﹇
秋
田
市
二
〇
〇
五
五
八
七
﹈、
愛
知
県
岡
崎
市
﹇
新
編
岡
崎
市
史
編
集
委
員
会
一
九
八
四
二
九
六
﹈
な
ど
で
確
認
で
き
た
。
総
務
省
消
防
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
災
害
に
関
わ
る
「
言
い
伝
え
」」
で
も
、
雉
子
に
つ
い
て
の
「
言
い
伝
え
」
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ト
リ
ブ
ッ
チ
は
、「
キ
ジ
は
飛
び
方
が
下
手
一
四
六
だ
し
肉
が
美
味
で
も
あ
っ
て
、
た
え
ず
天
敵
に
追
い
ま
わ
さ
れ
て
い
る
鳥
だ
。
そ
の
た
め
に
キ
ジ
に
は
す
ぐ
れ
た
聴
覚
と
振
動
感
知
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
﹇
ト
リ
ブ
ッ
チ
一
九
八
五
五
一
﹈。
ト
リ
ブ
ッ
チ
に
従
う
な
ら
ば
、
雉
子
に
つ
い
て
の
伝
承
の
多
さ
は
そ
の
生
態
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
他
の
動
物
に
関
す
る
予
兆
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
と
し
て
は
、
神
奈
川
県
平
塚
市
岡
崎
地
区
で
は
「
ね
ず
み
が
騒
ぐ
と
地
震
が
あ
る
」﹇
平
塚
市
史
編
さ
ん
課
一
九
八
二
五
七
﹈、
埼
玉
県
日
高
町
原
宿
・
新
宿
地
区
で
は
、「
ネ
ズ
ミ
が
い
な
く
な
る
と
地
震
が
お
こ
る
」﹇
日
高
町
史
編
集
委
員
会
一
九
八
七
二
〇
四
﹈
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
予
兆
は
「
Ｐ
↓
Ｑ
」
に
お
い
て
、「
Ｐ
」
は
「
Ｑ
」
の
必
要
十
分
条
件
と
の
確
信
の
上
に
成
り
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
予
知
す
る
こ
と
で
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
前
予
兆
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
神
奈
川
県
大
磯
町
本
郷
地
区
で
の
関
東
大
震
災
時
の
話
と
し
て
、『
大
磯
町
民
俗
調
査
報
告
書
』
に
「
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
っ
て
あ
っ
た
で
す
ね
、
九
月
一
日
。
そ
の
前
日
に
、
わ
た
し
子
供
だ
か
ら
、
も
う
明
日
か
ら
学
校
だ
か
ら
っ
て
わ
け
で
、
海
に
遊
び
に
行
く
の
は
得
意
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
。
我
々
が
体
験
し
た
不
思
議
な
現
象
っ
て
い
う
の
は
、
八
月
三
十
一
日
に
、
海
岸
に
遊
び
に
行
っ
た
ら
、
海
岸
に
、
も
う
ね
、
小
さ
い
小
魚
が
ず
っ
と
並
ん
で
、
そ
れ
も
ね
、
喜
ん
で
み
ん
な
（
魚
を
拾
っ
た
）。
そ
れ
が
九
月
一
日
の
お
昼
の
お
か
ず
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
。
で
す
か
ら
、
何
か
海
底
に
は
、
異
変
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
う
ね
。
こ
れ
は
、
昔
の
古
い
こ
と
わ
ざ
と
違
う
け
ど
も
、
わ
た
し
た
ち
の
代
で
不
思
議
だ
な
ぁ
と
。
そ
う
い
う
こ
と
は
知
ら
な
い
か
ら
、
み
ん
な
子
供
た
ち
喜
ん
で
ね
。
波
打
ち
ぎ
わ
に
、
小
魚
が
ね
、
ず
っ
と
並
ん
で
た
ん
で
す
よ
。」﹇
大
磯
町
一
九
九
五
二
三
七
﹈
と
の
報
告
が
あ
る
。
大
正
四
年
生
、
男
性
の
話
し
で
あ
る
。「
昔
の
古
い
こ
と
わ
ざ
と
違
う
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
地
で
は
話
し
に
あ
る
よ
う
な
出
来
事
が
「
民
俗
知
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
古
い
こ
と
わ
ざ
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
話
し
で
興
味
深
い
点
は
、
動
物
の
異
常
行
動
に
対
し
、
後
に
そ
う
い
え
ば
と
し
て
回
想
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
後
回
想
で
あ
る
。
一
四
七
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
こ
れ
ら
は
直
接
的
に
「
Ｐ
↓
Ｑ
」
の
形
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
予
兆
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
有
事
の
際
の
回
想
が
定
型
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
事
後
予
兆
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
磯
の
事
例
は
、
意
識
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ま
だ
予
兆
と
し
て
の
確
実
な
「
民
俗
知
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
同
様
の
経
験
の
繰
り
返
し
が
事
後
予
兆
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
を
形
成
し
、
さ
ら
に
確
信
と
な
っ
た
と
き
に
事
前
予
兆
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
へ
と
認
識
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
地
震
後
に
語
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
地
震
が
お
き
た
こ
と
の
説
明
と
し
て
「
Ｐ
」
が
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
事
前
・
事
後
予
兆
も
、
実
際
に
は
「
Ｐ
」
は
地
震
が
お
き
る
た
め
の
十
分
条
件
的
な
成
り
立
ち
方
を
し
て
い
る
。
両
者
の
違
い
は
、
事
後
に
「
↓
」
を
断
定
的
に
捉
え
る
か
否
か
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
卑
賤
の
老
父
転
変
を
知
る
の
條
」
に
あ
る
よ
う
に
、
明
確
に
予
知
と
し
て
捉
え
、
用
心
し
た
と
の
記
述
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
信
じ
る
」
と
い
う
別
の
要
素
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
事
前
・
事
後
予
兆
は
必
要
条
件
的
で
あ
り
、
十
分
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
「
信
じ
る
」
と
い
う
要
素
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
十
分
条
件
と
し
て
の
価
値
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
（
五
）
発
行
体
現
象
・
異
常
気
象
地
震
・
津
波
に
お
い
て
、
発
行
体
現
象
や
音
・
火
柱
、
異
常
気
象
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
物
理
学
者
の
中
に
も
、
地
震
前
の
発
光
現
象
に
関
心
を
持
っ
た
人
が
い
る
。
寺
田
寅
彦
で
あ
る
。
寺
田
は
短
い
な
が
ら
も
談
話
（「
大
地
震
と
光
り
物
」「
地
震
に
伴
う
光
の
現
象
」﹇
寺
田
一
九
九
八
ａ
﹈）
や
著
書
紹
介
（「
地
震
と
光
り
物
武
者
金
吉
著
『
地
質
に
伴
う
発
光
現
象
の
研
究
及
び
資
料
』」﹇
寺
田
一
九
九
八
ｂ
﹈）
と
し
て
、
発
光
現
象
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
物
理
学
者
ゆ
え
に
、
そ
の
関
心
は
科
学
的
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
武
者
の
著
書
は
、
武
者
が
地
震
学
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
学
の
立
場
か
ら
だ
ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
原
典
に
あ
た
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
論
で
の
関
心
は
、
科
学
的
証
明
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
に
一
四
八
あ
る
。
『
安
政
年
間
大
地
震
津
浪
の
事
』
に
は
、「
心
得
の
事
」
の
中
に
、「
大
地
震
に
て
沖
の
方
光
り
物
又
は
大
筒
を
発
す
る
よ
ふ
な
音
い
た
し
候
は
ゝ
、
忽
彼
大
浪
打
寄
来
る
に
違
ひ
な
け
れ
ば
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
予
兆
と
し
て
「
光
り
物
」「
大
筒
の
よ
う
な
音
」
が
あ
っ
た
と
の
伝
承
は
多
い
。
た
と
え
ば
、『
大
槌
町
市
史
』
に
は
、
明
治
二
十
九
年
、
昭
和
八
年
の
津
波
前
に
大
き
な
音
が
し
た
と
の
報
告
を
載
せ
て
い
る
﹇
大
槌
町
史
編
纂
委
員
会
一
九
八
四
一
四
四
八
・
一
四
六
〇
﹈。
武
者
は
「
水
島
七
郎
手
記
、
和
歌
山
縣
誌
所
収
」
と
し
て
『
新
古
見
聞
覺
』
を
紹
介
し
て
い
る
。『
新
古
見
聞
覺
』
は
「
當
月
四
日
朝
五
ツ
半
時
大
地
震
ゆ
り
初
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
海
地
震
時
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
と
き
被
害
状
況
が
簡
潔
で
は
あ
る
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
新
古
見
聞
覺
』
に
は
「
安
政
元
年
霜
月
大
地
震
之
次
第
」「
田
邊
地
震
津
波
之
次
第
」
の
条
目
が
あ
り
、「
田
邊
地
震
津
波
之
次
第
」
に
、
同
月
廿
五
日
朝
四
ツ
時
九
ツ
時
八
ツ
時
三
ケ
度
海
中
大
に
鳴
、
其
音
千
雷
萬
雷
の
壹
度
に
落
し
如
く
、
人
々
津
波
と
心
得
、
海
邊
は
壹
人
も
な
く
み
な
高
き
所
に
逃
ふ
。
去
れ
共
津
波
ニ
而
ハ
非
ず
、
是
ハ
往
古
よ
り
有
事
ニ
而
地
震
の
氣
海
中
へ
發
し
候
間
鳴
申
也
。
然
共
未
地
震
は
止
み
不
申
。﹇
武
者
一
九
五
一
二
一
一
﹈
と
の
記
述
が
あ
る
。
海
中
で
多
く
の
雷
が
一
度
に
落
ち
た
よ
う
な
音
が
し
た
た
め
津
波
が
来
る
と
し
て
逃
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
す
で
に
音
と
津
波
が
結
び
つ
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
大
き
な
音
↓
津
波
」
で
あ
り
、「
有
事
」
の
際
に
地
震
の
「
氣
」
が
海
中
に
発
生
す
る
た
め
と
昔
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
と
も
記
さ
れ
、
こ
こ
で
は
、
単
な
る
行
動
の
「
民
俗
知
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
解
釈
が
付
会
さ
れ
た
「
民
俗
知
」
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
津
波
は
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
「
語
ら
れ
て
き
た
」
こ
と
が
、「
民
俗
知
」
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
解
釈
は
あ
く
ま
で
も
「
民
俗
知
」
を
補
強
す
る
た
め
に
付
会
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
い
え
る
。
一
四
九
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
さ
ら
に
翠
岡
主
人
が
江
戸
地
震
の
見
聞
を
記
録
し
た
『
時
風
録
』
に
は
、「
今
を
去
る
こ
と
一
五
三
年
、
元
禄
十
六
年
十
一
月
廿
二
日
夜
、
江
戸
、
小
田
原
大
地
震
、
其
頃
天
野
彌
五
右
衛
門
と
い
へ
る
老
人
の
曰
、
星
ひ
き
く
見
へ
、
冬
温
か
な
る
年
は
、
地
震
あ
る
も
の
ぞ
」
と
記
し
﹇
武
者
一
九
五
一
四
八
四
﹈、
一
五
三
年
前
の
地
震
時
に
伝
え
ら
れ
た
老
人
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
記
述
内
容
の
真
偽
を
も
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
安
政
江
戸
地
震
時
に
お
い
て
、
過
去
の
大
地
震
が
語
り
継
が
れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。
そ
し
て
、
翠
岡
主
人
は
「
こ
こ
に
思
ひ
あ
た
る
こ
と
あ
れ
、
頃
年
冬
暖
か
に
て
、
寒
中
雪
ふ
る
こ
と
稀
な
り
。
ま
た
今
年
夏
入
初
め
よ
り
、
巽
に
あ
た
り
て
大
な
る
星
い
づ
。
其
光
甚
し
く
、
人
々
怪
み
思
へ
り
。
是
ひ
き
く
見
ゆ
る
故
な
り
し
か
。」
と
し
、「
語
ら
れ
て
き
た
」
こ
と
を
「
現
在
」
の
状
況
に
当
て
は
め
て
捉
え
て
い
る
﹇
武
者
一
九
五
一
四
八
四
﹈。
こ
こ
に
「
民
俗
知
」
の
再
生
産
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、『
武
江
地
動
之
記
』
の
「
貴
賤
の
老
父
転
変
を
知
る
の
條
」
と
同
じ
く
、
天
候
異
変
が
事
前
予
兆
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
『
武
江
地
動
之
記
』
に
は
、「
地
震
の
少
し
前
に
、
洋
の
方
に
四
斗
樽
と
い
ふ
も
の
ゝ
大
さ
成
光
り
物
あ
り
て
左
右
へ
分
る
。
一
つ
は
房
総
の
方
へ
赴
き
、
一
つ
は
江
戸
の
方
へ
赴
く
と
見
へ
し
か
、
間
も
な
く
大
地
震
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
﹇
斎
藤
一
九
七
〇
一
八
五
﹈。
こ
こ
で
は
予
兆
と
し
て
で
は
な
く
、
単
な
る
「
事
実
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
書
の
冒
頭
で
記
述
さ
れ
て
お
り
、
読
者
の
気
を
引
こ
う
と
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
す
る
と
こ
の
よ
う
な
話
し
が
「
情
報
」
と
し
て
、
人
々
に
も
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
話
し
が
人
々
の
間
に
「
真
実
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
真
実
」
と
は
、「
事
実
」
と
は
異
な
り
、
信
じ
る
に
た
る
も
の
と
認
識
さ
れ
た
も
の
と
し
て
本
論
で
は
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
必
ず
し
も
「
事
実
」
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
と
類
似
す
る
話
が
『
地
震
海
翻
之
記
』
に
も
み
ら
れ
る
。
此
地
南
部
郷
、
か
く
平
穏
な
る
ゆ
ゑ
よ
し
は
、
寶
永
四
年
十
月
四
日
津
浪
の
時
、
猪
野
山
よ
り
見
し
に
、
鹿
島
の
山
を
五
つ
六
つ
重
ね
あ
げ
た
る
ば
か
り
の
浪
、
大
洋
よ
り
寄
り
来
る
に
、
其
浪
の
中
に
白
く
圓
く
し
て
妙
な
る
光
り
あ
る
物
あ
り
け
る
を
、
あ
や
一
五
〇
し
と
ま
も
り
見
け
る
に
、
か
の
大
浪
、
二
つ
に
破
れ
、
小
き
方
は
此
浦
へ
寄
せ
、
大
な
る
は
東
の
方
へ
ゆ
く
に
、
彼
の
光
り
物
、
其
浪
の
中
に
う
ち
か
こ
み
て
つ
れ
ゆ
き
し
が
、
芳
養
沖
と
思
ふ
あ
た
り
よ
り
、
浪
を
離
れ
て
鹿
島
の
宮
の
御
山
に
飛
び
か
へ
り
ぬ
。
是
此
神
の
御
霊
な
る
こ
と
、
疑
ふ
こ
と
な
く
、
こ
の
御
守
り
に
よ
り
て
、
此
地
は
お
だ
や
か
な
り
し
よ
し
。
當
時
山
内
重
賢
が
記
せ
る
書
、
鹿
島
神
宮
神
殿
に
納
め
あ
り
。
全
文
、
紀
伊
國
名
所
図
繪
に
あ
り
、
そ
の
先
縦
に
よ
り
て
、
此
度
も
お
な
じ
神
の
守
護
に
よ
れ
る
な
り
、
そ
の
證
據
は
申
刻
津
浪
よ
せ
こ
ん
と
す
る
と
き
、
ば
か
り
に
、
未
申
の
方
の
海
上
に
火
柱
た
つ
と
見
し
に
、
た
ち
ま
ち
に
津
浪
よ
せ
き
た
る
を
、
猪
野
山
に
て
、
前
の
四
日
に
逃
げ
登
り
し
ま
ま
、
今
日
ま
で
居
た
る
人
々
の
見
し
に
、
か
の
大
浪
澳
の
寄
せ
来
り
、
鹿
島
の
御
山
に
あ
た
れ
る
が
、
大
砲
の
音
し
て
二
つ
に
破
れ
、
彼
の
寶
永
の
時
の
如
く
、
大
小
に
わ
か
れ
大
な
る
は
田
邊
澳
へ
と
ゆ
き
、
小
き
は
此
浦
に
よ
せ
つ
と
語
れ
り
。
夜
に
入
り
、
右
の
御
山
よ
り
、
神
火
大
さ
遠
見
鞠
の
如
し
、
出
で
、
海
上
に
浮
び
守
護
し
給
ふ
こ
と
、
終
夜
な
り
き
。
﹇
武
者
一
九
五
一
九
六
﹈
宝
永
四
年
は
、
一
七
〇
七
年
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
津
波
の
と
き
に
、
波
の
中
に
光
り
物
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
光
が
「
鹿
島
の
宮
の
御
山
」
に
飛
ん
で
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
光
り
物
が
鹿
島
の
御
霊
と
さ
れ
た
こ
と
が
、「
山
内
重
賢
」
が
記
し
た
書
に
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
が
嘉
永
の
地
震
時
に
「
民
俗
知
」
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
も
、
宝
永
四
年
の
話
し
に
お
い
て
は
、
津
波
の
中
に
光
り
物
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
嘉
永
七
年
の
東
海
地
震
時
に
は
夜
に
「
神
火
」
が
あ
っ
た
と
の
話
し
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
神
火
」
は
翌
日
も
現
れ
た
。
こ
こ
で
は
、「
光
り
物
」
が
鹿
島
神
宮
と
結
び
付
け
ら
れ
て
「
御
霊
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
「
神
火
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
地
震
と
鹿
島
神
宮
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
本
論
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
で
触
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
宝
永
の
時
代
に
山
内
重
賢
が
「
御
霊
」
と
記
し
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
安
政
年
間
に
お
い
て
は
、
「
御
霊
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
さ
ら
に
、
発
光
体
が
「
神
火
」
と
し
て
「
神
」
と
の
関
係
の
中
で
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
卑
賤
の
老
父
転
変
を
知
る
の
條
」
で
は
、「
暖
冬
で
、
星
が
低
く
見
え
る
」
こ
と
を
予
兆
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、「
信
じ
る
」
か
一
五
一
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
科
学
的
な
根
拠
が
見
い
だ
せ
な
い
た
め
の
必
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
、
科
学
的
に
説
明
で
き
な
い
現
象
を
「
神
」
に
結
び
付
け
て
解
釈
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
必
然
的
な
方
向
性
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
説
明
が
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、『
時
風
録
』
の
よ
う
に
、
事
後
に
語
る
形
で
の
「
民
俗
知
」
の
再
生
産
が
行
わ
れ
、『
地
震
海
翻
之
記
』
で
は
「
神
」
と
結
び
付
け
て
解
釈
を
行
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
『
地
震
海
翻
之
記
』
は
予
兆
的
な
話
し
で
は
な
い
が
、「
神
」
と
の
関
係
性
が
「
民
俗
知
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
五
、
行
動
か
ら
み
た
「
民
俗
知
」
行
動
に
お
け
る
「
民
俗
知
」
は
、「
Ｐ
↓
地
震
」
で
は
な
く
、「
地
震
↓
Ｑ
」
の
形
を
と
る
。
予
知
で
は
な
く
、
即
時
的
行
動
に
関
す
る
知
識
と
し
、
本
論
で
は
地
震
後
に
何
を
す
べ
き
か
、
何
を
し
た
の
か
と
い
う
問
題
は
こ
こ
で
は
含
ま
な
い
。
（
一
）
竹
藪
に
逃
げ
る
多
く
の
民
俗
誌
に
「
地
震
の
と
き
に
は
竹
藪
に
逃
げ
ろ
」
と
の
伝
承
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。『
豊
栄
市
史
民
俗
編
』
に
よ
る
と
、
新
潟
県
新
潟
市
（
旧
豊
栄
市
）
福
島
潟
で
は
、「
地
震
が
お
き
た
と
き
、
竹
や
ぶ
に
入
る
と
よ
い
」﹇
豊
栄
市
史
調
査
会
民
俗
部
会
編
一
九
九
九
三
九
四
﹈、
平
塚
市
金
目
地
区
﹇
平
塚
市
博
物
館
一
九
八
四
一
三
九
﹈、
埼
玉
県
﹇
埼
玉
県
一
九
八
六
六
八
四
﹈、
埼
玉
県
毛
呂
山
町
﹇
毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館
一
九
九
〇
二
八
﹈、
秋
田
市
﹇
秋
田
市
二
〇
〇
五
五
八
七
﹈
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
総
務
省
消
防
庁
の
「
防
災
に
関
わ
る
「
言
い
伝
え
」」
で
も
各
地
で
、「
竹
や
ぶ
に
入
れ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
武
者
が
採
録
し
た
『
續
地
震
纂
』
は
書
簡
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
播
州
赤
穂
中
村
細
石
よ
り
伊
丹
中
村
孫
四
郎
江
来
書
。
十
一
月
四
日
夕
認
」
に
、「
藪
の
中
へ
参
り
候
處
」「
竹
中
に
一
夜
を
明
し
」「
藪
の
中
へ
近
辺
之
者
共
寄
集
り
」
と
の
記
述
一
五
二
が
見
ら
れ
る
﹇
武
者
一
九
五
一
一
二
六
〜
一
二
七
﹈。
さ
ら
に
『
浦
戸
港
沿
岸
震
浪
記
（
気
象
集
誌
第
七
年
第
四
号
所
載
）』
に
は
、
「
安
政
元
年
甲
寅
」
の
地
震
時
の
記
録
と
し
て
、「
老
若
男
女
東
西
ニ
彷
徨
シ
、
竹
藪
ニ
潜
伏
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
、
山
中
ニ
攀
チ
登
ル
モ
ノ
ア
リ
。」
と
あ
る
﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
八
﹈。
ど
ち
ら
も
東
海
地
震
時
の
こ
と
で
あ
る
。
浦
戸
港
で
は
竹
藪
だ
け
で
は
な
く
、
山
に
逃
げ
た
人
も
あ
る
。「
地
震
↓
津
波
」
を
想
定
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
浦
戸
港
に
は
実
際
に
直
後
に
津
波
が
き
て
い
る
。
し
か
し
、
竹
藪
に
逃
げ
込
ん
だ
人
が
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
地
震
と
竹
藪
と
の
関
連
を
持
つ
「
民
俗
知
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
地
震
↓
津
波
」
と
の
「
民
俗
知
」
が
普
遍
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
浦
戸
港
沿
岸
震
浪
記
』
の
最
後
に
、「
右
前
陳
ス
ル
處
ノ
モ
ノ
ハ
當
桂
濱
ノ
土
人
ニ
シ
テ
、
今
年
七
十
五
歳
ニ
達
セ
シ
稀
老
銀
兵
衛
ナ
ル
モ
ノ
ノ
直
話
ヲ
筆
記
シ
タ
ル
モ
ノ
也
」﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
九
﹈
と
あ
り
、
直
接
の
実
体
験
の
聞
き
書
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
本
文
前
に
、
武
者
の
注
と
し
て
、「
本
文
ハ
当
時
内
務
屬
土
木
局
第
五
區
巡
視
井
上
千
代
氏
會
テ
高
知
縣
屬
奉
職
中
浦
戸
港
出
張
ノ
際
手
記
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
テ
同
縣
土
木
課
長
宮
永
莊
正
氏
ヨ
リ
會
員
和
田
雄
治
氏
ヘ
申
越
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。」
と
記
さ
れ
﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
八
﹈、
直
接
の
体
験
談
を
筆
記
し
た
も
の
が
、
二
人
の
手
を
渡
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
文
の
最
後
の
一
文
か
ら
、
直
接
記
録
を
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
記
録
は
「
距
今
三
十
四
年
安
政
元
甲
寅
地
震
ノ
際
、
浦
戸
港
沿
岸
ノ
實
況
ヲ
土
地
ノ
古
老
ニ
就
キ
探
究
ス
ル
ニ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
﹇
武
者
一
九
五
一
四
〇
八
﹈、
記
録
が
な
さ
れ
た
の
は
、
明
治
半
ば
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
浦
戸
港
は
現
在
の
高
知
港
で
あ
る
。
『
時
雨
廼
袖
』
に
は
「
上
野
三
十
六
坊
の
内
、
去
坊
に
て
召
遣
ひ
け
る
侍
一
人
、
其
他
一
人
、
出
生
越
後
に
て
、
江
戸
に
と
い
ふ
大
地
震
は
一
向
に
驚
か
ず
、
中
略
、
昔
か
ら
人
の
い
ふ
竹
藪
に
逃
る
が
よ
し
と
の
事
な
れ
ど
先
年
の
大
地
震
に
て
は
竹
藪
ど
も
土
中
へ
落
入
候
事
も
是
あ
り
候
由
を
、
國
元
に
て
承
り
候
得
ば
、
大
地
震
に
て
は
迚
も
竹
藪
も
當
て
に
は
成
不
申
候
杯
、
日
頃
話
し
居
け
る
と
か
」﹇
畑
一
九
一
七
一
九
﹈
と
あ
り
、
越
後
で
は
す
で
に
竹
藪
に
逃
げ
込
む
こ
と
が
地
震
の
対
処
法
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
高
知
の
稲
毛
實
著
で
あ
り
、
安
政
の
地
震
を
受
け
て
、
過
去
の
文
献
な
ど
を
集
め
た
『
三
災
一
五
三
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
録
』
に
、「
柏
井
難
行
録
寶
永
の
變
記
也
。
に
老
祖
母
謂
て
曰
、
是
ナ
ヤ
ト
い
ふ
も
の
也
。
か
か
る
折
は
藪
中
に
入
事
也
と
て
家
族
共
北
の
藪
中
に
入
ぬ
云
々
と
有
」
と
あ
る
﹇
稲
毛
二
〇
〇
五
六
〇
﹈。
こ
れ
は
柏
井
難
行
が
老
祖
母
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
宝
永
年
間
に
は
高
知
で
は
「
民
俗
知
」
と
し
て
「
語
ら
れ
て
」
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
安
政
当
時
の
記
録
で
は
、「
地
震
の
と
き
に
竹
藪
に
逃
げ
ろ
」
と
直
接
的
に
記
述
さ
れ
た
も
の
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、『
時
雨
廼
袖
』
し
か
な
く
、
他
は
『
浦
戸
港
沿
岸
震
浪
記
』
の
よ
う
に
、
竹
藪
に
逃
げ
た
人
が
い
た
と
い
う
行
動
の
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
行
動
の
記
録
を
見
る
か
ぎ
り
、
安
政
年
間
に
お
い
て
、
地
震
の
時
に
は
竹
藪
に
逃
げ
る
と
安
全
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
程
度
は
「
民
俗
知
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
総
務
省
消
防
庁
の
「
防
災
に
関
わ
る
「
言
い
伝
え
」」
で
は
、「
竹
の
根
が
張
っ
て
い
る
の
で
地
面
が
裂
け
な
い
」「
竹
や
ぶ
は
倒
れ
る
も
の
が
な
く
、
根
が
強
く
張
っ
て
い
る
の
で
安
全
」「
竹
藪
は
東
西
が
密
集
に
て
土
砂
く
ず
れ
が
少
な
く
、
近
く
に
倒
れ
る
も
の
が
な
く
安
全
」
と
の
理
由
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
竹
藪
も
必
ず
し
も
安
全
で
は
な
か
っ
た
。
越
後
で
は
、「
竹
藪
に
逃
げ
る
」
と
の
「
民
俗
知
」
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
竹
藪
も
崩
れ
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
越
後
出
身
者
は
地
震
が
き
て
も
竹
藪
に
は
逃
げ
な
い
と
日
頃
か
ら
言
っ
て
い
た
と
あ
る
。
ま
た
『
徳
島
縣
板
野
郡
誌
』
は
東
海
地
震
被
害
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
、
「
其
夜
戌
刻
に
至
り
大
震
り
に
而
、
藪
の
中
竹
に
取
付
居
候
中
略
手
放
る
ゝ
様
に
相
覚
え
申
し
候
。
此
事
跡
に
て
不
思
議
に
被
存
候
は
、
竹
が
動
は
人
の
居
所
も
動
く
道
理
に
存
候
得
者
、
是
計
不
思
議
被
存
候
。」﹇
武
者
一
九
五
一
四
五
六
﹈
と
あ
り
、
竹
藪
に
逃
げ
る
こ
と
が
な
ぜ
安
全
な
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
「
不
思
議
」
と
さ
れ
、
理
由
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
竹
藪
に
逃
げ
る
と
よ
い
」
と
い
う
行
動
に
関
す
る
「
民
俗
知
」
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
な
の
か
と
い
う
説
明
に
あ
た
る
「
民
俗
知
」
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
経
験
上
崩
れ
ず
安
全
だ
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
越
後
で
か
つ
て
崩
れ
た
話
し
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
に
逃
げ
な
い
と
す
る
例
も
認
め
ら
れ
る
。
説
明
よ
り
も
、
現
実
的
経
験
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
も
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
語
ら
れ
た
」
経
験
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
竹
藪
に
は
逃
げ
な
い
と
言
う
越
後
の
人
も
自
ら
の
経
験
で
は
な
く
、「
語
ら
れ
た
」
経
験
に
基
づ
く
認
識
な
の
で
あ
る
。
一
五
四
（
二
）
唱
え
ご
と
地
震
時
の
唱
え
ご
と
も
、
各
地
の
民
俗
誌
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ま
ん
ざ
い
ろ
く
」（
大
磯
町
『
大
磯
町
史
８
別
編
民
俗
』﹇
大
磯
町
二
〇
〇
三
七
〇
〇
﹈、
新
潟
県
新
潟
市
豊
栄
﹇
豊
栄
市
史
調
査
会
民
俗
部
会
編
一
九
九
九
三
九
四
﹈）「
ま
ん
ぜ
｜
」（
平
塚
市
大
野
﹇
大
野
誌
編
集
委
員
会
一
九
五
八
一
〇
四
二
﹈）「
ま
ん
ぜ
ら
く
」（
桶
川
市
桶
川
・
加
納
地
区
﹇
桶
川
市
一
九
八
八
五
一
七
﹈）「
ま
ん
ぜ
ろ
く
」（
桶
川
市
加
納
地
区
﹇
桶
川
市
一
九
八
八
五
一
六
﹈）「
ま
ん
だ
ら
っ
こ
」（
平
塚
市
大
野
﹇
平
塚
市
博
物
館
一
九
八
七
二
六
九
﹈）「
ま
ん
だ
ら
」（
秋
田
市
牛
島
地
区
﹇
秋
田
市
二
〇
〇
五
五
八
七
﹈）「
ま
ん
だ
ら
こ
」
（
和
光
市
﹇
和
光
市
一
九
八
三
七
〇
八
﹈）、「
マ
ン
デ
ロ
ク
」（
大
磯
町
大
磯
﹇
大
磯
町
一
九
九
七
二
三
八
﹈）
な
ど
で
あ
る
。
ど
れ
も
同
系
統
の
呪
文
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
は
そ
の
元
の
形
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。『
新
編
埼
玉
県
史
』
に
、「
囲
炉
裏
に
線
香
を
三
本
立
て
て
「
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
」
と
唱
え
る
地
域
も
あ
る
」﹇
埼
玉
県
一
九
八
六
六
八
四
﹈
と
の
報
告
が
あ
る
。
こ
の
「
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
」
が
元
の
形
で
は
な
い
か
。「
萬
歳
楽
」
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。「
萬
歳
楽
」
は
謡
曲
「
高
砂
」
の
最
後
の
部
分
の
「
千
秋
楽
」
に
出
て
く
る
大
変
め
で
た
い
言
葉
で
あ
る
。「
千
秋
楽
」
に
は
、
さ
す
腕
に
は
、
悪
魔
を
払
ひ
、
納
む
る
手
に
は
、
寿
福
を
招
き
、
千
秋
楽
は
民
を
撫
で
、
万
歳
楽
に
は
命
を
延
ぶ
。
相
生
の
松
風
、
颯
々
の
声
ぞ
楽
し
む
。
颯
々
の
声
ぞ
楽
し
む
。」（『
日
本
古
典
文
学
全
集
33
謡
曲
集
｜
』
六
五
頁
）
と
あ
る
。「
万
歳
楽
に
は
命
を
延
ぶ
」
と
の
文
言
が
、
命
乞
い
の
呪
文
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
言
霊
信
仰
を
背
景
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
危
急
時
の
呪
文
は
咄
嗟
に
口
に
出
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、「
萬
歳
楽
」
と
の
語
句
と
そ
の
意
味
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
岡
山
県
新
見
市
千
屋
・
菅
生
で
は
、
嫁
の
荷
物
を
受
け
渡
し
が
終
っ
た
と
き
の
歌
に
、「
千
秋
萬
歳
楽
お
う
こ
と
か
な
う
た
鶴
が
ご
門
に
巣
を
か
け
た
」
と
い
う
歌
詞
が
み
ら
れ
る
﹇
長
谷
川
一
五
五
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
一
九
八
二
一
三
﹈。
こ
の
事
例
だ
け
で
は
、「
萬
歳
楽
」
と
い
う
語
句
が
一
般
化
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、
婚
礼
で
謡
わ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
民
俗
事
象
の
中
に
「
萬
歳
楽
」
が
め
で
た
い
語
句
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
『
な
ゐ
の
日
並
』
は
笠
亭
仙
果
が
直
接
見
聞
し
た
も
の
を
、
日
を
追
っ
て
書
き
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
安
政
江
戸
地
震
中
、
後
の
人
々
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。『
な
ゐ
の
日
並
』
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
二
日
に
「
市
中
に
て
心
ま
か
せ
に
は
ゞ
か
り
な
く
彫
刻
し
う
り
た
る
地
震
火
事
方
角
付
の
類
、
な
ら
び
に
戯
作
の
一
ま
い
画
の
類
の
板
、
と
り
あ
げ
お
く
べ
き
や
う
、
行
事
（
地
本
屋
の
）
に
か
ゝ
り
の
名
主
よ
り
い
ひ
つ
け
ら
る
」
と
あ
り
﹇
笠
亭
一
九
八
四
四
〇
九
﹈、
刷
り
物
が
幕
府
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
禁
止
に
対
し
、
須
藤
由
蔵
は
「
江
戸
大
地
震
」
で
、「
絶
板
の
後
も
又
余
れ
る
物
さ
ま
〴
〵
在
、
一
ツ
二
ツ
を
、
因
ニ
よ
り
て
爰
に
出
し
、
後
の
世
に
伝
へ
て
、
雨
中
の
な
ぐ
さ
め
ニ
添
る
。」
と
し
て
い
く
つ
か
の
摺
り
物
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
﹇
須
藤
一
九
九
五
五
一
七
﹈。
そ
の
中
に
「
厄
払
」
と
題
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
春
な
ら
ね
ど
も
皆
人
の
、
万
歳
楽
と
う
た
ひ
そ
め
、
か
ぞ
へ
た
柱
も
折
口
の
、
お
め
で
た
く
な
る
人
の
山
、
是
も
世
直
し
本
意
か
ら
、
立
帰
り
た
る
神
く
の
、
踏
か
た
め
た
る
葦
原
皇
国
」
と
の
一
文
が
あ
る
﹇
須
藤
一
九
九
五
五
一
八
﹈。
こ
の
一
文
か
ら
、
春
に
「
万
歳
楽
」（「
萬
歳
楽
」）
が
唄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
当
時
、「
万
歳
楽
」
の
語
句
が
、
め
で
た
い
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
地
震
後
の
刷
り
物
に
は
、
続
い
て
世
直
し
の
言
葉
が
あ
り
、
地
震
が
世
直
し
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
新
し
い
世
の
中
の
到
来＝
春
」
と
の
観
念
が
認
め
ら
れ
、
安
政
地
震
に
お
い
て
の
「
萬
歳
楽
」
は
、
命
乞
い
の
呪
文
と
し
て
で
は
な
く
、
地
震
後
の
復
興
に
お
い
て
、
新
し
い
世
の
中
へ
の
期
待
感
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
安
政
地
震
時
に
は
「
萬
歳
楽
」
は
地
震
の
命
乞
い
の
呪
文
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
呪
文
と
し
て
の
「
民
俗
知
」
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、
安
政
地
震
の
記
録
の
中
で
、「
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
」
と
唱
え
た
人
の
話
し
は
で
て
こ
な
い
。
記
録
上
の
ほ
と
ん
ど
は
念
仏
や
題
目
を
唱
え
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
大
坂
地
震
記
』
は
、
嘉
永
七
年
六
月
十
三
日
の
午
の
刻
、
未
の
刻
の
地
震
か
ら
、
日
記
一
五
六
的
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
月
十
五
日
に
大
き
な
揺
れ
が
あ
り
、「
女
童
は
泣
き
ま
ど
ひ
、
た
ゞ
神
佛
の
御
名
を
唱
ふ
る
よ
り
外
な
し
。」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
﹇
武
者
一
九
五
一
三
七
〜
三
八
﹈。
嘉
永
七
年
六
月
十
五
日
に
は
、
伊
賀
・
伊
勢
を
中
心
と
す
る
地
震
が
あ
り
、
十
二
日
か
ら
前
震
が
あ
っ
た
と
い
う
﹇
宇
佐
美
一
九
七
八
二
二
五
﹈。『
田
邊
町
役
場
記
録
』
の
安
政
元
年
十
一
月
五
日
の
項
で
は
、「
何
れ
も
念
佛
題
目
等
を
相
唱
は
、
夜
を
明
し
申
候
。」﹇
武
者
一
九
五
一
九
一
﹈、『
地
震
洪
浪
の
記
（
和
歌
山
縣
古
座
町
役
場
所
蔵
）』
の
嘉
永
七
年
十
一
月
五
日
の
項
に
は
「
心
經
を
唱
へ
、
又
は
念
佛
金
比
羅
氏
神
諸
神
を
祈
り
け
り
」﹇
武
者
一
九
五
一
三
八
八
﹈、
同
記
の
別
の
箇
所
に
は
「
心
經
や
ら
観
音
心
經
や
ら
念
佛
と
金
比
羅
山
と
氏
神
を
唱
る
仲
間
は
多
く
、
つ
ら
ひ
時
の
神
頼
み
と
い
ふ
は
金
言
也
。」
と
あ
る
﹇
武
者
一
九
五
一
三
九
四
﹈。
こ
れ
ら
か
ら
、
安
政
地
震
の
最
中
に
は
念
佛
・
題
目
・
氏
神
・
金
比
羅
な
ど
が
唱
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
な
ゐ
の
日
並
』
に
も
、「
父
子
と
も
に
こ
よ
ひ
か
ぎ
り
の
命
な
ら
む
と
お
も
ひ
な
げ
く
に
、
さ
り
と
も
わ
れ
ら
は
あ
つ
た
の
み
や
し
ろ
を
う
ぶ
神
と
し
、
つ
ね
に
う
や
ま
ひ
ね
ぎ
ま
つ
り
て
、
万
に
み
た
ま
の
ふ
ゆ
か
う
ぶ
る
、
あ
か
ば
ね
の
み
や
し
ろ
の
お
ほ
ん
た
す
け
も
な
か
ら
ず
や
と
お
も
ふ
に
た
の
も
し
く
、
声
を
か
ぎ
り
に
一
命
す
く
は
せ
給
へ
と
、
繰
返
し
〳
〵
祈
り
参
ら
す
る
ほ
ど
に
、
今
も
す
こ
し
は
ゆ
る
れ
ど
、
立
て
ま
ろ
ば
ず
家
も
事
な
ぎ
な
り
。」
と
記
述
さ
れ
﹇
笠
亭
一
九
七
四
三
八
五
﹈、「
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
」
と
は
唱
え
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
『
三
災
録
』
に
は
、「
此
言
江
戸
に
て
は
萬
歳
〳
〵
と
云
。
上
方
に
て
は
世
直
り
〳
〵
と
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
﹇
稲
毛
二
〇
〇
五
六
一
﹈。
高
知
へ
の
伝
聞
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
直
接
記
録
に
お
い
て
、「
萬
歳
楽
」
と
唱
え
た
と
の
記
録
は
な
い
。
安
政
の
地
震
に
お
い
て
「
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
」
と
の
呪
文
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
も
地
震
直
後
か
ら
、
江
戸
で
は
「
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
」
と
の
言
葉
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
刷
り
物
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
稲
毛
も
「
宝
永
十
三
年
京
都
大
地
震
」
の
時
、
賀
茂
季
鷹
が
詠
ん
だ
狂
歌
「
大
変
を
大
平
に
書
世
直
し
て
国
も
ゆ
っ
た
り
家
も
ゆ
っ
た
り
」
を
紹
介
し
、「
後
を
祝
し
た
る
諺
な
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
﹇
稲
毛
二
〇
〇
五
六
一
﹈。
こ
こ
で
の
問
題
と
し
た
い
の
は
安
政
地
震
時
に
、
念
仏
・
題
目
が
延
命
と
関
連
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
念
一
五
七
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
仏
・
題
目
は
往
生
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
地
震
時
に
唱
え
る
こ
と
は
、
延
命
の
た
め
の
呪
文
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
仏
教
の
本
来
の
教
え
と
は
乖
離
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、
な
ぜ
現
世
利
益
的
呪
文
と
し
て
念
仏
や
題
目
が
唱
え
ら
れ
た
か
。
江
戸
時
代
の
檀
家
制
度
は
、
家
と
寺
院
と
を
結
び
つ
け
、
葬
送
儀
礼
を
寺
院
が
執
り
行
う
形
を
定
着
さ
せ
た
。
天
台
宗
寺
院
の
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
渡
瀬
の
龍
宝
寺
の
檀
家
が
葬
儀
の
後
、
親
族
と
葬
儀
の
互
助
を
行
う
隣
保
班
の
人
に
よ
っ
て
「
お
念
仏
」
を
行
っ
た
﹇
林
一
九
九
三
六
八
﹈。
さ
ら
に
、
地
縁
的
な
行
事
と
し
て
念
仏
講
や
題
目
講
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
も
認
め
ら
れ
る
﹇
綾
瀬
市
二
〇
〇
一
﹈。
題
目
は
日
蓮
宗
に
限
ら
れ
る
が
、
念
仏
は
浄
土
系
宗
派
と
は
限
ら
ず
、
広
く
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
家
と
寺
院
と
の
結
び
つ
き
が
、
必
ず
し
も
檀
家
の
内
面
的
信
仰
心
を
背
景
と
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
現
世
利
益
的
で
あ
り
、
あ
の
世
へ
の
観
念
は
薄
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
﹇
林
二
〇
一
一
二
四
〜
二
五
﹈。
こ
の
よ
う
な
行
事
は
、
宗
教
的
と
い
う
よ
り
は
民
俗
に
沈
着
し
た
行
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
お
念
仏
」
が
葬
式
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
本
来
の
意
味
の
中
で
行
わ
れ
る
行
事
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
の
念
仏
講
も
「
老
人
」
世
代
に
お
い
て
行
わ
れ
る
地
域
は
多
く
、
念
仏
が
「
死
」
と
の
関
連
で
観
念
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
極
楽
往
生
の
た
め
の
も
の
が
、
現
世
利
益
的
性
格
が
強
い
観
念
と
来
世
観
が
薄
い
社
会
の
中
で
、「
死
」
の
忌
避
と
の
意
味
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
「
死
」
に
直
面
し
た
と
き
に
、
咄
嗟
に
こ
れ
ら
の
文
句
が
口
を
つ
い
て
出
て
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
派
は
関
係
な
く
、
普
段
か
ら
の
内
面
的
信
仰
心
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
命
の
危
険
に
直
面
し
た
と
き
に
は
、
仏
に
す
が
る
こ
と
で
命
を
守
る
と
い
う
無
意
識
が
働
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
神
に
対
す
る
信
仰
も
か
な
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。『
續
地
震
纂
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
橋
村
氏
家
来
、
大
坂
よ
り
同
家
江
書
状
、
十
一
月
七
日
認
同
十
一
日
夜
着
」
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
四
日
の
地
震
に
あ
っ
た
の
で
、
持
船
で
安
治
川
に
て
帰
ろ
う
と
し
た
が
、
逆
風
で
滞
船
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ま
た
地
震
が
あ
り
津
波
に
襲
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
「
か
し
こ
く
も
神
を
祈
り
奉
り
な
ど
致
し
候
内
、
少
々
鎮
ま
り
候
處
、
船
方
之
差
圖
に
て
、
取
物
も
不
取
敢
船
傳
ひ
に
而
丘
江
上
り
候
處
、
又
大
地
震
、
前
々
兩
度
よ
り
も
強
く
、
い
づ
一
五
八
れ
も
心
中
に
神
を
念
ず
る
よ
り
外
は
無
御
座
候
處
、
無
程
鎮
り
、
川
筋
も
漸
穏
に
相
成
候
後
略
」
と
あ
る
﹇
武
者
一
九
五
一
一
一
六
﹈。
さ
ら
に
「
京
都
地
震
但
し
、
此
所
付
は
飛
脚
本
屋
勘
兵
衛
方
へ
、
京
都
よ
り
内
々
書
状
也
」
に
は
、「
夕
四
日
朝
五
ツ
半
頃
、
地
震
に
て
、
暫
時
に
相
済
候
心
得
に
羅
在
候
處
、
中
々
左
様
に
無
之
、
誠
に
く
長
々
と
ゆ
り
、
中
程
に
而
は
何
と
成
行
と
存
、
只
々
神
佛
祈
念
よ
り
他
事
無
之
」
と
あ
り
﹇
武
者
一
九
五
一
一
一
五
﹈、
神
仏
へ
の
祈
念
だ
け
し
か
な
い
と
ま
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
民
俗
誌
に
報
告
さ
れ
て
い
る
「
マ
ン
ザ
イ
ラ
ク
」
お
よ
び
そ
の
派
生
形
は
、
安
政
地
震
後
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
三
災
録
』
に
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
で
は
安
政
地
震
後
に
世
直
し
を
象
徴
す
る
語
句
と
し
て
使
わ
れ
た
、「
萬
歳
楽
」
が
地
震
と
直
接
的
に
結
び
付
け
ら
れ
て
特
化
し
、
呪
文
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
六
、
地
震
に
お
け
る
「
民
俗
知
」
｜
ま
と
め
に
か
え
て
｜
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
い
て
、
岩
手
県
で
は
、「
て
ん
で
ん
こ
逃
げ
ろ
」
と
の
言
い
伝
え
を
守
り
、
命
が
救
わ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
津
波
を
多
く
経
験
し
て
い
る
三
陸
地
方
な
ら
で
は
の
「
民
俗
知
」
と
言
え
よ
う
。
筆
者
が
子
ど
も
の
頃
に
は
、
「
地
震
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
火
を
消
せ
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
安
政
江
戸
地
震
で
も
火
災
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
で
も
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
「
民
俗
知
」
が
生
ま
れ
た
要
因
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
在
で
は
、
す
ぐ
に
火
を
消
す
行
動
を
慎
む
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
か
え
っ
て
危
険
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
耐
火
構
造
・
免
震
構
造
の
家
や
ビ
ル
が
多
く
な
っ
た
現
状
や
研
究
の
結
果
に
よ
る
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る
方
が
大
事
と
の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
予
測
経
験
が
新
し
い
「
民
俗
知
」
を
生
み
出
し
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
予
測
経
験
と
は
、
実
体
験
に
基
づ
く
経
験
で
は
な
く
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
経
験
を
指
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
民
俗
知
」
が
経
験
則
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
え
る
。
一
五
九
安
政
地
震
記
録
お
よ
び
伝
承
に
み
る
「
民
俗
知
」
で
は
、
そ
の
特
徴
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
予
知
と
行
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
命
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
行
動
に
関
す
る
も
の
は
命
に
直
結
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
生
き
延
び
た
と
さ
れ
る
経
験
則
が
重
要
視
さ
れ
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
語
ら
れ
て
き
た
」
経
験
で
あ
り
、
信
憑
性
に
繫
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
予
知
に
関
す
る
「
民
俗
知
」
は
、「
Ｐ
↓
地
震
」
と
い
う
こ
と
で
、「
地
震
↓
逃
げ
る
」
に
繫
が
る
も
の
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
地
震
予
知
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
が
、
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
人
々
に
と
っ
て
、
経
験
の
積
み
重
ね
が
拠
り
所
に
な
る
。
し
か
し
、
完
全
な
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
事
前
予
兆
で
あ
っ
て
も
事
後
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
必
要
条
件
的
な
捉
え
方
し
か
で
き
な
い
。
現
在
で
も
地
震
予
知
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
必
要
十
分
条
件
と
す
る
に
は
、「
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検
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い
か
。
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